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（１）

１０
・
１９
愛
知
県
集
会
に
は
１
１
０
０
人
が
参
加
し
、
伏
見
ま
で
デ
モ
行
進
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■よびかけ人 【５０音順】

石川 勇吉（愛知宗教者平和の会事務局長）

井上 利雄（県平和委員会理事長）

磯 敬治（国労名古屋地本委員長）

岩中 正巳（日本共産党県委員会委員長）

うのていを（愛と希望の会代表）

太田 義郎（県商工団体連合会会長）

影山 健（愛知の環境と開発を考える会代表）

勝守 寛（第九条の会日本事務局代表）

近田 澄江（元記者）

高橋 正（愛知大学教授）

中村 紀子（名古屋ＹＷＣＡ総幹事）

成瀬 昇（革新統一愛知懇談会代表世話人）

野呂 汎（東海労働弁護団代表幹事）

檜垣 栄慈（県学生自治会連合執行委員長）

堀場 英也（県保険医協会名誉理事長）

見崎 徳弘（愛労連議長）

水田 珠枝（テロも武力報復も反対！
憲法を守る愛知女性の会代表）

水田 洋（不戦へのネットワーク代表）

水野 磯子（新日本婦人の会県本部会長）

安川寿之輔（不戦兵士・市民の会東海支部代表）

森 英樹（愛知憲法会議事務局長）

由井 滋（カトリック名古屋教区・
正義と平和委員会委員長）

若尾真理子（音楽家）

和田 米吉（新社会党愛知県本部委員長）

２００１年１１月１日

ア
メ
リ
カ
で
の
同
時
多
発
テ

ロ
に
対
す
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

へ
の
報
復
攻
撃
で
、
関
係
の
な

い
市
民
へ
の
犠
牲
が
ま
す
ま
す

深
刻
化
す
る
な
か
で
、
１０
月
２５

日
、
愛
知
県
下
の
各
界
の
著
名

な
２４
氏
が
「
テ
ロ
と
報
復
戦
争

反
対
、
憲
法
９
条
を
守
る
愛
知

県
民
集
会
」
の
開
催
を
よ
び
か

け
ま
し
た
。

よ
び
か
け
で
は
、
「
テ

ロ
は
い
か
な
る
理
由
が
あ

っ
て
も
許
す
こ
と
の
で
き

な
い
犯
罪
行
為
で
あ
り
、

そ
の
解
決
は
国
連
を
中
心

に
国
連
憲
章
の
精
神
に
そ

っ
て
、
国
際
社
会
の
一
致

協
力
し
た
努
力
で
行
う
べ

き
」
と
し
な
が
ら
、
小
泉

内
閣
が
憲
法
を
守
れ
と
い

う
国
民
の
声
を
押
し
切
っ

て
「
テ
ロ
根
絶
へ
の
自
主
的
な

検
討
も
な
い
ま
ま
、
無
条
件
に

報
復
戦
争
を
支
持
し
、
テ
ロ
対

策
に
乗
じ
て
憲
法
違
反
の
自
衛

隊
の
海
外
派
遣
を
強
行
」
し
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
批

判
。
「
戦
争
放
棄
の
憲
法
を
持

つ
国
と
し
て
、
「
国
連
中
心
の

法
と
理
性
に
も
と
づ
く
解
決
の

道
へ
の
き
り
か
え
」
を
国
際
社

会
に
働
き
か
け
る
こ
と
」
を
求

め
て
い
ま
す
。

集
会
は
、
１１
月
１１
日
の
午
後

２
時
３０
分
か
ら
名
古
屋
市
中
区

の
白
川
公
園
で
開
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

２４
氏
が
県
民
集
会
よ
び
か
け

愛 労 連
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愛知県労働組合総連合

第１００号 ２００１年１１月１日

名古屋市熱田区沢下町９－７
労働会館東館３Ｆ

ＴＥＬ０５２－８７１－５４３３
ＦＡＸ０５２－８７１－５６１８
ＵＲＬ http : // www.airoren.gr.jp
発行人 榑 松 佐 一

戦争拡大の道から、国連中心の解決へ

秋の組織拡大月間スタート

職職場場とと雇雇用用守守れれ
続続々々とと組組合合結結成成

県県
内内
各各
地地
でで
続続
々々
とと
集集
会会

こぞってご参加を！
テロと報復戦争反対、憲法９条守る

愛知県民大集会
ところ １１月１１日�午後２時３０分から
ところ 白川公園（名古屋市中区）

第１００号

米
同
時
多
発
テ
ロ
へ
の
報
復

攻
撃
と
し
て
、
日
本
時
間
の
１０

月
８
日
未
明
か
ら
開
始
さ
れ
た

米
英
軍
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
爆

撃
で
、
国
連
の
も
と
地
雷
除
去

に
あ
た
っ
て
い
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非

政
府
組
織
）
職
員
４
人
、
首
都

カ
ブ
ー
ル
の
空
港
近
く
で
１２
歳

の
子
ど
も
、
さ
ら
に
子
ど
も
と

女
性
を
含
む
一
家
１０
人
、
パ
キ

ス
タ
ン
国
境
近
く
ジ
ャ
ラ
ラ
バ

ー
ド
南
方
の
村
で
１
０
０
人
以

上
が
死
亡
す
る
な
ど
、
多
く
の

民
間
人
が
死
傷
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ブ
ー
ル
で
は
２
度
に

渡
っ
て
赤
十
字
国
際
委
員
会
の

建
物
が
、
ヘ
ラ
ー
ト
で
は
病
院

が
爆
撃
さ
れ
る
な
ど
、
報
復
攻

撃
に
よ
る
惨
害
が
ひ
ろ
が
っ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
「
歯
止
め
な

き
報
復
爆
撃
は
直
ち
に
中
止
せ

よ
！
テ
ロ
犯
罪
は
国
際
法
で
裁

け
」
と
い
う
声
が
、
世
界
各
地

で
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

国
会
で
は
、
１０
月
２９
日
、
与
党

３
党
が
憲
法
を
破
る
戦
争
参
戦

法
（
テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
）

を
衆
参
あ
わ
せ
て
わ
ず
か
９
日

と
い
う
異
常
な
ス
ピ
ー
ド
審
議

で
強
行
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
報

復
戦
争
が
泥
沼
化
す
る
中
で
、

参
戦
法
の
発
動
を
許
さ
な
い
た

た
か
い
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

こ
の
間
、
県
内
で
は
平
和
委

員
会
が
呼
び
か
け
た
集
会
（
９

月
２７
日
）
に
３
０
０
人
、
１０
月

３
日
の
働
く
ル
ー
ル
確
立
総
行

動
で
は
５
地
域
で
テ
ロ
問
題
も

あ
わ
せ
て
集
会
と
デ
モ
を
行
い

５
０
０
人
、
１０
・
４
県
民
集
会

に
は
３
０
０
人
、
豊
橋
で
の
緊

急
決
起
集
会
（
１０
月
９
日
）
に

４
０
０
人
、
半
田
で
の
市
民
集

会
（
１０
月
１７
日
）
に
１
０
０
人

が
参
加
な
ど
相
次
い
で
集
会
が

開
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
保
条
約
廃
棄
１０
・

２１
全
国
統
一
行
動
に
呼
応
し
た

と
り
く
み
で
は
、
県
集
会
（
１０

月
１９
日
）
に
１
１
０
０
人
が
参

加
し
、
地
域
で
は
知
立
・
一
宮

・
尾
北
・
豊
田
加
茂
・
刈
谷
・

西
尾
幡
豆
・
碧
南
高
浜
・
岡
崎

額
田
な
ど
で
集
会
や
デ
モ
が
と

り
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

１０
月
１５
日
か
ら
秋
の
組
織

拡
大
推
進
月
間
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
愛
労
連
は
、

新
た
に
１
０
０
０
人
の
仲
間

を
迎
え
入
れ
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
が
、
各
単
産

・
地
域
労
連
で
は
こ
れ
に
前

後
し
て
組
合
結
成
や
組
合
員

拡
大
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

愛愛
知知
国国
公公
でで
宿宿
泊泊
労労
連連

愛
知
国
公
で
は
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
名
古
屋
労
働
組
合
の

結
成
大
会
が
１０
月
１５
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。
Ｋ
Ｋ
Ｒ
は
国

家
公
務
員
共
済
連
合
会
の
直

営
の
宿
泊
施
設
で
す
が
、
共

済
連
合
会
の
支
配
と
天
下
り

人
事
や
放
漫
経
営
な
ど
で
赤

字
経
営
と
な
り
、
連
合
会
か

ら
「
２
年
後
は
リ
ス
ト
ラ
・

廃
業
」
の
声
が
高
ま
っ
て
い

ま
し
た
が
、
「
職
場
を
守
り

再
建
し
た
い
」
と
今
回
の
結

成
と
な
り
ま
し
た
。

東東
三三
河河
にに
科科
学学
一一
般般

豊
橋
市
で
は
、
９
月
２４
日

に
科
学
一
般
労
連
の
日
章
紙

工
労
組
豊
橋
本
社
支
部
が
結

成
さ
れ
、
東
三
河
労
連
に
加

盟
し
て
い
ま
す
。
日
章
紙
工

�
で
は
、
静
岡
県
焼
津
市
の

工
場
に
は
組
合
が
あ
り
ま
し

た
が
、
本
社
に
は
な
か
っ
た

た
め
、
焼
津
工
場
の
組
合
と

会
社
と
の
間
で
確
認
さ
れ
た

こ
と
が
適
用
さ
れ
な
い
状
況

に
あ
り
ま
し
た
。

全全
国国
一一
般般
でで
２２
組組
合合

全
国
一
般
で
は
、
２
組
合

が
新
た
に
結
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
旅
行
会
社
で
あ
る
�
ジ

ェ
ー
ア
ン
ド
シ
ー
ト
ラ
ベ
ル

は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
テ
ロ
事

件
に
よ
る
影
響
で
６
０
０
０

万
円
の
キ
ャ
ン
セ
ル
発
生
と

放
漫
経
営
に
よ
る
９
億
円
の

負
債
に
よ
り
名
古
屋
地
裁
に

自
己
破
産
を
申
請
。
労
働
者

に
対
し
て
は
、
９
月
２８
日
に

営
業
停
止
が
一
方
的
に
つ
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、
未
払
い
賃

金
の
支
払
い
を
求
め
て
１０
月

５
日
結
成
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
�
加
藤
楽
器
製
作
所

で
は
、
従
業
員
に
対
し
突
然

の
解
雇
通
告
と
一
方
で
は
１

割
の
賃
金
ダ
ウ
ン
が
通
告
さ

れ
ま
し
た
が
、
１０
月
２１
日
に

組
合
を
結
成
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
犠
牲
ま
す
ま
す
深
刻
に

全
国
か
ら
２
万
５
０
０
０
人
が
参
加
し
た
１０
・
２３
国
民
大
集
会

に
は
愛
知
か
ら
も
多
く
の
仲
間
が
参
加
。
テ
ロ
・
報
復
戦
争
問
題

で
、
尾
中
地
区
労
連
（
年
金
者
組
合
）
の
西
岡
久
男
さ
ん
が
小
牧

の
自
衛
隊
派
遣
に
も
ふ
れ
な
が
ら
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

よびかけ人会議では、集会の成功へ
さらに賛同を広げることを確認
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今
年
で
６
回
目
を
迎
え
る
、

あ
い
ち
機
関
紙
・
宣
伝
学
校
が

１０
月
２０
日
、
労
働
会
館
で
お
こ

な
わ
れ
、
各
組
合
か
ら
４０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

講
演
に
は
、
自
治
労
連
の
機

関
紙
で
あ
る
自
治
体
の
仲
間
編

集
長
の
西
岡
健
二
さ
ん
を
迎
え

ま
し
た
。
新
聞
・
文
章
・
ビ
ラ

づ
く
り
の
分
科
会
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
実
技
講
習
が
お
こ
な
わ

れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
基
本
が

わ
か
れ
ば
以
外
に
簡
単
。
少
し

は
楽
し
く
な
り
そ
う
」
と
感
想

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

２００１年１１月１日
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関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣
伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
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読
ま
れ
る
待
た
れ
る

新
聞
・
ビ
ラ
づ
く
り

新聞づくりでは、縦組み新聞にチャレンジ

日
立
製
作
所
情
報
機
器
事
業

部
（
旧
旭
工
場
・
尾
張
旭
市
）

で
は
、
今
年
４
月
以
降
の
不
払

い
残
業
代
が
８
月
末
の
賃
金
支

払
日
に
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

電
機
産
業
界
で
は
、
昨
年
６

月
に
、
旧
労
働
省
が
日
立
を
含

む
各
社
に
「
フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務

を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
残
業
」

が
あ
る
と
是
正
勧
告
を
出
し
ま

し
た
。
愛
知
の
元
日
立
争
議
団

（
２
０
０
０
年
９
月
、
勝
利
和

解
）
の
メ
ン
バ
ー
ら
は
、
昨
年

の
労
組
支
部
大
会
で
、
執
行
部

に
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
実
態
調
査

と
公
表
、
点
検
を
要
請
し
、
５

月
に
は
電
機
産
業
に
働
く
仲
間

や
尾
東
労
連
と
と
も
に
瀬
戸
労

働
基
準
監
督
署
（
以
下
、
労
基

署
）
に
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
な

く
し
て
欲
し
い
」
と
職
場
の
実

態
や
時
間
管
理
方
法
に
つ
い
て

要
請
し
ま
し
た
。

労
基
署
は
、
２
度
の
立
ち
入

り
指
導
を
お
こ
な
い
、
つ
い
に

４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
サ
ー
ビ

ス
残
業
代
を
支
払
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
多
い
人
で
数

十
万
円
、
一
般
の
人
で
も
２
〜

５
万
円
を
８
月
分
給
与
で
受
け

と
り
ま
し
た
。
職
場
で
は
驚
き

と
喜
び
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。１０

月
９
日
に
は
、
元
日
立
争

議
団
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な

っ
て
つ
く
る
日
立
関
連
職
場
旭

懇
談
会
と
尾
東
労
連
が
、
瀬
戸

労
基
署
に
対
し
て
今
年
３
月
以

前
の
未
払
残
業
代
や
日
立
旭
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
な
ど
、
同
様

の
労
働
実
態
に
あ
る
関
連
会
社

に
つ
い
て
も
調
査
を
す
る
よ
う

要
請
し
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
根

絶
へ
と
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

「
厚
労
省
通
達
」を
力
に
日
立
職
場
懇
談
会
と
尾
東
労
連
が
奮
闘

愛 労 連

またも国民負担増

日日
立立
でで
ササ
ーー
ビビ
スス
残残
業業
をを
是是
正正

小小泉泉内内閣閣がが医医療療大大改改悪悪

見
崎

徳
弘

愛
労
連
議
長

今
回
の
医
療
改
悪
で
、
政
府

の
ね
ら
い
は
２
０
０
２
年
度
予

算
で
３
０
０
０
億
円
の
社
会
保

障
費
削
減
に
あ
り
、
そ
の
内
の

２
８
０
０
億
円
を
医
療
の
改
悪

で
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
内
訳
は
、
患
者
負
担
に
よ

っ
て
１
０
０
０
億
円
を
ま
か
な

い
、
残
り
の
１
８
０
０
億
円
を

診
療
報
酬
を
抑
制
し
、
私
た
ち

が
受
け
る
医
療
そ
の
も
の
を
削

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

■
患
者
負
担
は
大
幅
増

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う

医
療
費
は
、
現
在
、
現
役
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
で
は
入
院
・
外
来

と
も
に
２
割
負
担
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
３
割
負
担
に
引
き
上

げ
ら
れ
、
１
・
５
倍
の
負
担
増

と
な
り
ま
す
。
政
府
の
調
査
に

よ
れ
ば
、
労
働
者
１
人
当
た
り

の
窓
口
負
担
は
平
均
年
約
２
万

６
０
０
０
円
で
、
こ
れ
が
３
万

９
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

高
齢
者
の
場
合
は
、
さ
ら
に

深
刻
で
す
。
い
ま
７０
歳
以
上
は

高
齢
者
医
療
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
年
齢
を
５
年

か
け
て
７５
歳
へ
と
段
階
的
に
引

き
上
げ
る
計
画
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
来
年
１０
月
以
降
に
７０
歳

に
な
る
人
は
、
現
行
の
２
倍
で

あ
る
２
割
負
担
が
押
し
つ
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

７５
歳
以
上
の
場
合
、
１
割
負

担
で
す
が
こ
れ
ま
で
の
外
来
の

負
担
上
限
（
月
３
０
０
０
円
か

５
０
０
０
円
）
は
廃
止
さ
れ
、

入
院
の
場
合
は
月
４
万
２
０
０

０
円
ま
で
上
限
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
、
最
高
で
８
倍
を
超
え
る

負
担
増
と
な
り
ま
す
。

■
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
も
保
険
料

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
「
総

報
酬
制
」
が
盛
り
込
ま
れ
、
い

ま
の
月
収
を
基
準
に
し
た
保
険

料
徴
収
の
仕
組
み
か
ら
、
ボ
ー

ナ
ス
も
含
め
た
年
収
全
体
に
保

険
料
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
中
小
企
業
の
政
府
管

掌
健
保
の
場
合
で
は
、
ボ
ー
ナ

ス
か
ら
１
％
の
保
険
料
が
徴
収

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
総
報
酬

制
」
に
よ
っ
て
ボ
ー
ナ
ス
か
ら

も
月
々
の
給
料
と
同
じ
割
合
で

保
険
料
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

今
回
の
改
悪
は
、
現
役
世
代

に
と
っ
て
も
高
齢
者
に
と
っ
て

も
、
生
活
を
直
撃
し
い
の
ち
を

脅
か
す
も
の
で
す
。

政
府
は
、
年
明
け
の
通
常
国

会
で
の
通
過
を
ね
ら
っ
て
い
ま

す
。
社
保
協
で
は
、
有
権
者
の

過
半
数
の
署
名
を
目
標
に
と
り

く
み
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。
こ

の
秋
、
多
い
に
改
悪
の
中
身
に

つ
い
て
学
び
広
げ
ま
し
ょ
う
。

今
度
こ
そ
公
正
な
委
員
選
任
を

加藤社保協事務局長

第１００号

２
０
０
２
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
医
療
改
悪
を
め
ぐ
っ

て
、
厚
生
労
働
省
と
財
務
省
が
そ
れ
ぞ
れ
の
「
改
革
」
案
を

公
表
し
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
は
「
試
案
」
（
９
月
２５

日
）
、
財
務
省
は
「
論
点
」
（
１０
月
５
日
）
と
題
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
中
身
は
国
民
へ
の
「
痛
み
」
の
押
し
つ
け
を
競

う
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
改
悪
の
ね
ら
い
と
内
容
に
つ
い

て
、加
藤
瑠
美
子
・
愛
知
社
保
協
事
務
局
長
に
聞
き
ま
し
た
。

（２）

地地
労労
委委
のの
委委
員員
任任
命命

７７
人人
のの
枠枠
にに
推推
薦薦
１１４４
人人

第
３６
期
の
推
薦
は
１０
月
１０
日
が
締
切

で
し
た
が
、
民
主
化
会
議
は
こ
れ
に
私

と
田
中
洋
行
全
港
湾
書
記
長
、
小
松
民

子
愛
労
連
副
議
長
（
医
労
連
）
の
３
人

を
推
薦
。
翌
１１
日
に
は
県
庁
で
記
者
発

表
を
行
い
、
朝
は
ビ
ラ
４
０
０
０
枚
を

配
布
し
て
「
今
度
こ
そ
連
合
独
占
の
是

正
を
！
」
と
訴
え
ま
し
た
。
県
労
働
部

に
知
事
あ
て
の
要
請
署
名
（
一
次
分
）

を
提
出
し
、
「
知
事
と
の
懇
談
の
場
」

も
要
求
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
県
労
働
部
は
、
候
補

が
全
部
で
１４
人
（
連
合
が
１１
人
を
推

薦
？
）
出
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、
「
要
請
は
し
っ
か
り
受
け
止
め

る
」
と
言
明
し
ま
し
た
。
た
だ
、
知
事

と
の
懇
談
の
要
求
に
つ
い
て
は
「
３
〜

４
日
待
っ
て
ほ
し
い
」
と
回
答
を
留

保
。
週
明
け
に
な
っ
て
「
知
事
は
日
程

が
取
れ
な
い
。
代
わ
り
に
労
働
部
の
ト

ッ
プ
で
あ
る
理
事
が
３１
日
に
要
請
を
受

け
る
」
と
回
答
し
て
き
ま
し
た
。

１２
月
任
命
へ
む
け
、
県
の
選
考
作
業

も
い
よ
い
よ
大
詰
め
で
す
。
私
た
ち
は

３１
日
に
、
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

署
名
（
二
次
分
）
を
積
ん
で
理
事
に
迫

る
た
め
、
並
行
し
て
３０
日
か
ら
県
庁
前

に
座
り
込
み
、
「
知
事
は
代
表
に
直
接

会
い
、
公
正
任
命
を
決
断
せ
よ
」
と
強

く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

知知
事事
はは
裁裁
判判
所所
のの

勧勧
告告
にに
従従
ええ
！！

労
働
戦
線
の
再
編
と
愛
労
連
・
連
合

愛
知
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
１２
年
、
６
期
連

続
で
７
名
の
委
員
を
連
合
に
独
占
さ
せ

て
き
た
知
事
の
任
命
に
大
義
は
あ
り
ま

せ
ん
。
救
済
を
求
め
る
労
働
者
の
大
半

が
非
連
合
な
の
に
労
働
者
委
員
は
全
員

が
連
合
と
い
う
偏
向
任
命
が
、
地
労
委

の
信
頼
と
救
済
機
能
を
大
き
く
損
ね
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
９９
年
名
古
屋
地

裁
の
「
５
・
１２
判
決
」
も
「
労
働
組
合

の
潮
流
・
系
列
を
ふ
ま
え
た
多
様
な
委

員
任
命
」
と
「
選
任
基
準
の
公
表
」
の

重
要
性
を
説
き
、
「
任
命
の
改
善
」
を

強
く
勧
告
し
た
の
で
す
。
２
年
前
に
は

副
知
事
が
「
連
合
と
話
し
合
っ
て
ほ
し

い
」
と
繰
り
返
し
た
た
め
、
今
回
は
、

初
め
て
愛
労
連
か
ら
連
合
愛
知
に
「
懇

談
」
を
申
し
入
れ
ま
し
た
が
、
１５
日
に

は
「
断
り
」
が
入
っ
て
い
ま
す
。
要
す

る
に
知
事
の
決
断
一
つ
。
裁
判
所
の
勧

告
に
従
っ
た
公
正
な
委
員
任
命
は
も
う

待
っ
た
な
し
で
す
。

署署
名名
をを
積積
みみ
ああ
げげ

知知
事事
のの
決決
断断
迫迫
ろろ
うう

１８
日
に
東
京
で
開
か
れ
た
、
全
労
連

や
純
中
立
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
の
「
全
国
討
論
集

会
」
で
は
、
中
労
委
の
任
命
に
か
か
わ

る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
提
訴
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

「
連
合
独
占
は
お
か
し
い
」
と
す
る
長

野
県
知
事
の
発
言
（
任
命
は
１
月
）
と

と
も
に
、
裁
判
所
の
改
善
勧
告
が
出
て

い
る
愛
知
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

神
田
知
事
が
「
胸
を
は
っ
て
進
め
る
」

と
し
て
い
る
「
男
女
共
同
参
画
」
に
か

ら
ん
で
、
初
の
女
性
委
員
誕
生
の
期
待

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
押
し
で
す
。
あ
と
一
歩
で
逃

し
た
２
年
前
の
轍
（
て
つ
）
を
踏
ま
な

い
た
め
に
、
知
事
に
決
断
を
迫
る
大
き

な
世
論
、
団
体
３
０
０
０
・
個
人
１０
万

筆
目
標
の
署
名
達
成
へ
、
み
な
さ
ん
の

奮
闘
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
保
本
人

増
し
、高
齢
者
は

５割

２倍
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